
９
月
中
旬
か

ら
下
旬
に
か
け

て
、
上
陽
町
の

あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
ひ
ま
わ
り
の

花
が
満
開
で
し

た
。
こ
れ
は
、

ひ
ま
わ
り
の
花

で
町
を
元
気
に

し
よ
う
と
上
陽

地
区
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
が
主

体
と
な
っ
て
育

て
た
も
の
で
す
。

秋
空
の
下
、

元
気
い
っ
ぱ
い
に
咲
く
ひ
ま
わ
り
の
花
が
多
く
の
人

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

鹿
里
棚
田
彼
岸
花
祭
り

が
９
月
26
日
㈮
～
28
日
㈰

に
か
け
て
星
野
村
鹿
里
地

区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
同

地
区
は
美
し
い
棚
田
が
あ

り
、
こ
の
時
期
に
は
、
棚
田

を
彩
る
真
っ
赤
な
彼
岸
花

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間
中
は
、
カ
メ
ラ
を

抱
え
た
人
な
ど
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
会

場
で
は
「
鹿
里
ふ
る
さ
と
会
」
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
星

野
茶
の
無
料
接
待
、
だ
ご
汁
と
新
米
の
昼
食
の
販
売
、

棚
田
米
や
農
産
加
工
品
の
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
訪
れ
た
人
は
「
初
め
て
来
ま
し
た
け
ど
、
彼
岸

花
と
稲
穂
、青
空
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
き
れ
い
で
す
ね
」

と
話
し
、
う
っ
と
り
と
眺
め
て
い
ま
し
た
。

棚田を彩る彼岸花

上陽町でひまわりが満開

多くの人が見物に訪れていました

伝
統
芸
能

「
風
流
は
ん
や
舞
」を
奉
納

伝
統
芸
能
「
風
流
は
ん
や
舞
」

が
９
月
21
日
㈰
、
星
野
村
の
麻
生

神
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
約
８
０

０
年
前
か
ら
続
く
伝
統
芸
能
「
風

流
は
ん
や
舞
」。「
は
ん
や
舞
」
は
、

貞
応
元
（
１
２
２
２
） 

年
、
猫
尾

城
主
の
黒
木
氏
が
国
家
安
全
と
風

雨
無
難
を
祈
り
奉
納
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
お
り
、
県
の
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

星
野
村
の
４
地
区
ご
と
に
「
風

流
」
と
「
は
ん
や
舞
」
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
赭
熊
を
か
ぶ
り
太
刀

を
背
負
っ
た
大
太
鼓
打
ち
に
よ
る

激
し
く
勇
壮
な
「
風
流
」
と
、
か

み
し
も
姿
の
男
衆
が
古
謡
を
歌
い

な
が
ら
扇
を
開
い
た
り
閉
じ
た
り

し
て
舞
う
優
雅
な
「
は
ん
や
舞
」

の
対
照
的
な
踊
り
。
駆
け
付
け
た

多
く
の
見
物
客
か
ら
盛
ん
に
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

～あたらしい郷
く に
土づくり～

ふるさとの恵みを生かし
安心して心豊かに暮らせる

 交流都市 八女

2014
[平成26年]10.15No.1054

■ 編集・発行 八女市役所 市長公室　TEL 0943（23）1110　FAX （22）2186
  〒834-8585　福岡県八女市本町647番地　■ 株式会社 東兄弟

八女市公式 HP http://www.city.yame.fukuoka.jp/　E-mail mail@city.yame.fukuoka.jp

広報



2　2014.10.15　広報やめ

　
山
に
囲
ま
れ
た
旧
白
木
小
学
校
を
会
場

に
、
歌
謡
シ
ョ
ー
や
各
教
室
を
利
用
し
た
文

化
発
表
会
・
展
示
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

運
動
場
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
太
鼓
の
競
演
や
地

域
の
出
し
物
等
を
行
い
ま
す
。
地
域
の
団

体
等
に
よ
る
出
店
も
あ
り
ま
す
の
で
、
来
て

見
て
食
べ
て
「
白
木
の
秋
の
収
穫
」
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
２
日
㈰
10
時
～

◦
場
所
＝
旧
白
木
小
学
校
（
立
花
町
白
木
）

◦
内
容
＝
▽
歌
謡
シ
ョ
ー
・
民
謡
▽
文
化
発

表
会
▽
展
示
会
▽
太
鼓
の
競
演
・
地
域
の

出
し
物
な
ど

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
木
地
区
地
域
振
興
会

議
事
務
局
松
尾
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
９
５
７
７
・
３
４
８
５
）

第29回八女星のまつり

イ
ベ
ン
ト

▽
11
月
８
日
㈯

◦
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
和
太
鼓
「
童

衆
」
演
奏
／
開
運
・
収
穫
も
ち
ま

き
（
10
時
～
）

◦
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ド
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー

（
10
時
30
分
～
／
15
時
10
分
～
）

◦
ジ
ュ
ニ
ア
き
ん
ま
レ
ー
ス
［
４
年

生
以
下
の
部
］（
11
時
～
12
時
30
分
）

◦
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ルNEW

 
C

HILD
REN'S

（
12
時
30
分
～
）

◦
ジ
ュ
ニ
ア
き
ん
ま
レ
ー
ス
［
６
年

生
以
下
の
部
］（
13
時
30
分
～
15
時
）

▽
11
月
９
日
㈰

◦
第
22
回
全
日
本
き
ん
ま
選
手
権

大
会
（
10
時
～
16
時
）

［
午
前
］
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

［
午
後
］
一
般
の
部

《
ゲ
ス
ト
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
》

ミ
カ
エ
ラ
ブ
レ
ス
ウ
ェ
ー
ト
さ
ん

（
福
岡
市
カ
ワ
イ
イ
区
長
）

《
特
別
出
演
》
八
女
学
院
中
学
・
高

等
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏

　
そ
の
ほ
か
２
日
間
を
通
し
て
各

種
バ
ザ
ー
、
森
林
号
の
運
行
等
が

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
上
陽
ま
つ
り

実
行
委
員
会
（
上
陽
支
所
建
設
経

済
課
）
☎
５
４
・
２
２
１
９

時間＝10時～

118㈯・9㈰

第27回八女上陽まつり
場所＝春の山公園グラウンド

白
木
の
秋
の
収
穫
祭

場
所
＝
旧
白
木
小
学
校

第
20
回
八
幡
ふ
れ
あ
い
広
場
　
場
所
＝
八
幡
小
学
校

優勝賞金30万円
全日本きんま選手権大会

時間＝10時～

11 2㈰

収
穫
の
秋
、
味
覚
の
秋
。
八

女
で
は
秋
祭
り
が
あ
ち
こ
ち

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ご
家
族
・

お
友
達
な
ど
お
誘
い
合
わ
せ
で

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　「
八
幡
大
好
き
　
み
ん
な
大
好
き

人
権
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、

八
幡
校
区
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

つ
く
る
ま
つ
り
で
す
。
今
年
は
20
回

記
念
で
ま
す
ま
す
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
！

八
幡
の
魅
力
を
味
わ
い
に
、
ど
う
ぞ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
８
日
㈯
10
時
～

◦
場
所
＝
八
幡
小
学
校

◦
内
容
＝
《
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
》

▽
西
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏
▽
八
幡
保
育
所

年
長
さ
ん
の
歌
と
お
ど
り
▽
八
幡
小

の
子
ど
も
た
ち
の
「
な
か
よ
し
発
信

☆
や
は
た
」
▽
校
区
の
皆
さ
ん
の
歌

や
お
ど
り
▽
20
回
記
念
ゲ
ス
ト
出
演

①
フ
ラ
ダ
ン
ス
　
オ
リ・オ
リ・フ
ラ・

オ
ハ
ナ
　
②
和
太
鼓 

鼓
夢

《
ふ
れ
あ
い
市
場
》
煮
玉
子
、だ
ご
汁
、

お
で
ん
、カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、か
ら
あ
げ
、

コ
ロ
ッ
ケ
、
た
こ
焼
き
、
ア
イ
ス
な
ど

《
ふ
れ
あ
い
展
示
》
▽
小
中
学
生
の

作
品
▽
校
区
の
皆
さ
ん
の
作
品
▽
人

権
パ
ネ
ル

《
熱
気
球
体
験
》
校
区
を
空
か
ら
見
渡

す
こ
と
が
で
き
ま
す（
８
時
～
９
時
頃
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
西
公
民
館

（
☎
２
４
・
５
２
７
２
）

時間＝10時～

11 8㈯



広報やめ　2014.10.153

　
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る

朧
大
橋
に
隣
接
し
た
会
場
で
秋
ま

つ
り
を
行
い
ま
す
。
遠
く
雲
仙
が

見
通
せ
る
山
里
へ
ぜ
ひ
遊
び
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

⃝

日
時
＝
11
月
２
日
㈰
10
時
～
15

時
　
※
雨
天
決
行

⃝

会
場
＝
わ
ら
べ
の
里
研
修
セ
ン

タ
ー
（
旧
下
横
山
小
学
校
）

⃝

体
験
＝
石
窯
パ
ン
づ
く
り
、
か

ず
ら
リ
ー
ス
づ
く
り
、
野
遊
び
体

験

⃝

催
し
＝
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
（
太

鼓
演
奏
、
踊
り
他
）、
昔
の
豆
腐
づ

く
り
実
演
、
も
ち
つ
き
、
バ
ザ
ー

⃝

主
催
＝
し
も
や
ま
和
楽
べ
会

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
ふ
る
さ
と
わ
ら
べ

館
（
☎
５
４・２
４
４
２
／
N
５
４・

２
４
４
３
）

イ
ベ
ン
ト

▽
11
月
８
日
㈯

Ｗ
ａ
ｉ 

Ｗ
ａ
ｉ
む
ら
ま
つ
り

★
御
神
幸
（
室
山
熊
野
神
社
）

★
み
ざ
れ
太
鼓
（
う
き
は
市
）

★
サ
タ
デ
ー
太
鼓
フ
ィ
ー
バ
ー
ズ

★
吉
永
フ
ラ
・
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン

ス
ス
ク
ー
ル

★
ア
ミ
ー
コ
（
オ
カ
リ
ナ
演
奏
）

★
星
野
小
学
校
・
星
野
太
鼓

★
星
光
園
児
に
よ
る
踊
り

★
山
村
留
学
生
「
山
留
太
鼓
」

★
星
野
村
文
化
連
盟 

歌
・
踊
り

▽
11
月
9
日
㈰

第
24
回
九
州
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

【
鹿
児
島
県
】
▽
和
太
鼓
雷
塾 

村

田
兄
弟

【
宮
崎
県
】
▽
橘
太
鼓
響
座
▽
日
南

太
鼓
衆
「
爽
空
」

【
大
分
県
】
▽
Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
太
鼓

「
和
」

【
熊
本
県
】
▽
チ
ー
ム
熊
本

【
長
崎
県
】
▽
お
お
む
ら
太
鼓
連
く

じ
ら
太
鼓
▽
島
原
お
さ
な
ご
清
流

太
鼓
▽
鹿
山
雷
神
太
鼓

【
佐
賀
県
】
▽
聖
太
鼓
の
会

【
福
岡
県
】
▽
南
ん
子
太
鼓
▽
野
武

士計
11
団
体

　

そ
の
ほ
か
木
工
体
験
、
お
茶
の

手
揉
み
実
演
、
お
茶
の
淹
れ
方
講

座
な
ど
の
体
験
、
手
づ
く
り
の
望

遠
鏡
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
企
画
な
ど
の
参
加
イ
ベ
ン
ト

の
ほ
か
、
お
茶
、
椎
茸
、
手
作
り

コ
ン
ニ
ャ
ク
、
だ
ご
汁
、
ヤ
マ
メ
の

塩
焼
き
な
ど
村
自
慢
の
特
産
品
を

販
売
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
星
の
ま
つ

り
実
行
委
員
会
（
星
野
支
所
建
設

経
済
課
）
☎
５
２
・
３
１
１
４

イ
ベ
ン
ト

◦
ス
テ
ー
ジ

★
開
会
式
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
（
10
時
～
）

★
も
ち
つ
き
・
も
ち
ま
き
（
11
時

30
分
～
）

★
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
in
黒
木
（
11
時

～
）

◦
土
俵

★
高
見
山
・
東
関
部
屋
来
場
（
11

時
20
分
～
）

★
新
設
！
土
俵
開
き
（
本
格
的
な

屋
根
付
き
土
俵
を
新
設
し
ま
し
た
）

★
力
士
に
よ
る
も
ち
つ
き
、
も
ち
ま

き
（
11
時
30
分
～
）

★
大
相
撲
ぶ
つ
か
り
稽
古
（
午
後
）

◦
や
ま
め
の
つ
か
み
取
り
（
10
時
30

分
～
）
※
３
０
０
匹
、
１
人
１
匹
ま
で

◦
缶
バ
ッ
ジ
作
り（
10
時
～・16
時
～
）

◦
物
産
店
（
10
時
～
16
時
）

茶
業
部
に
よ
る
八
女
茶
試
飲
と
販

売
な
ど
も
あ
り
ま
す

◦
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
10
時
～
16

時
）

◦
大
抽
選
会
（
15
時
10
分
～
）

◦
紅
葉
ウ
オ
ー
ク　

グ
リ
ー
ン
ピ

ア
八
女
体
育
館
前
　（
９
時
30
分
集

合　

10
時
ス
タ
ー
ト
）

◦
木
工
体
験
（
10
時
～
）
イ
ス
と
本

立
て
作
り

◦
ふ
る
さ
と
遊
覧
飛
行
（
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
） 

※
１
回
10
分
・
要
予
約

◦
東
関
部
屋
の
ち
ゃ
ん
こ
鍋

※
限
定
２
０
０
杯

◦
観
光
名
所
あ
て
ク
イ
ズ

◦
旧
車
展
示
会

▽
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
く
ろ
ぎ
ふ
る

さ
と
祭
り
実
行
委
員
会
（
黒
木
総

合
支
所
産
業
経
済
課
）

☎
４
２
・
１
１
１
５

第29回八女星のまつり
場所＝星のふるさと公園

第
27
回

八
女
く
ろ
ぎ
ふ
る
さ
と
祭
り

場
所
＝
黒
木
町
駅
跡
イ
ベ
ン
ト
広
場

時間＝10時～

118㈯・9㈰

時間＝10時～

112㈰

し
も
や
ま
田
舎
ま
つ
り

場
所
＝
わ
ら
べ
の
里
研
修
セ
ン

タ
ー
（
旧
下
横
山
小
学
校
）

時間＝10時～

11 2㈰



4　2014.10.15　広報やめ

※
「
帰
居
」
は
坂
本
繁
二
郎
の
雅
号
で
す
。

◦
日
時
＝
11
月
３
日
㈷
10
時
～

◦
場
所
＝
八
女
公
園
（
坂
本
繁
二
郎
寿
像

前
）

◦
内
容
＝
▽
碑
前
祭
（
献
茶
・
献
吟
・
献
曲
・

献
花
、
小
中
高
校
生
の
作
文
朗
読
、
岩
崎

記
代
子
さ
ん
の
指
導
に
よ
る
合
唱
な
ど
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
課
文
化
振
興
係

（
☎
２
３・１
９
８
２
）

◦
日
時
＝
11
月
３
日
㈷
13
時
30
分
～

◦
場
所
＝
旭
座
人
形
芝
居
会
館
（
黒
木
町
笠
原
鰐
八
地
区
）

◦
演
目
＝
「
寿

こ
と
ぶ
き
し
き
さ
ん
ば
そ
う

式
三
番
叟
」（
保
存
会
）

「
傾け

い
せ
い
あ
わ
の
な
る
と

城
阿
波
鳴
門
」巡
礼
歌
の
段（
黒
木
小
人
形
浄
瑠
璃
ク
ラ
ブ
）

「
傾け

い
せ
い
あ
わ
の
な
る
と

城
阿
波
鳴
門
」 十じ

ゅ
う
ろ
う
べ
え
す
み
か

郎
兵
衛
住
家
の
段
（
保
存
会
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
課
文
化
振
興
係
（
☎
２
３・１
９
８
２
）

旭座人形芝居本公演
旭座人形芝居の由来

明治５年（１８７２）頃、黒木
町笠原鰐八地区に浄瑠璃の名人が相

次いで現れ、祝いの席などでひょうたんやとっくり
を人形に見立て、浄瑠璃に合わせ操ったのが始ま
りとされています。昭和３０年に福岡県無形民俗文
化財の指定を受け、旭座人形芝居保存会が結成さ
れました。平成１１年には人形浄瑠璃のための旭座
人形芝居会館が設置され、現在は笠原地区５戸で
人形芝居が継承されています。

また、旧笠原小学校では昭和６１年度から郷土
の文化に学ぶ目的で、保存会から口上や人形の操
作方法を教わり、本公演や笠原まつりで人形浄瑠
璃を上演していました。今年度から笠原小学校は
黒木小学校に統合しましたが、「人形浄瑠璃クラブ」
として子どもたちに引き継がれています。

11
３

坂
本
繁
二
郎
旧
居
を

一
般
公
開
し
ま
す

新町西

坂本繁二
郎旧居

やめっこ
未来館

旧矢部線道路

県
道
船
小
屋
八
女
線

第 39回  帰居祭

　
八
女
を
こ
よ
な
く
愛

し
、
八
女
市
緒
玉
の
ア
ト

リ
エ
で
馬
な
ど
の
作
品
を

描
き
続
け
た
洋
画
家
坂
本

繁
二
郎
の
旧
居
を
、
帰
居

祭
の
時
期
に
合
わ
せ
て
一

般
公
開
し
ま
す
。
今
回
は

土
門
拳
撮
影
の
写
真
３
点

も
公
開
し
ま
す
。

※
坂
本
繁
二
郎
旧
居
は
通

常
も
申
し
込
み
に
よ
り
公

開
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
２
日
㈰
10

時
～
15
時

◦
場
所
＝
坂
本
繁
二
郎
旧

居
（
八
女
市
稲
富
５
１
３

の
10
）
※
駐
車
場
の
ス
ペ

ー
ス
が
限
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
乗
り
合
わ
せ
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◦
内
容
＝
旧
居
内
と
愛
用

の
遺
品
を
公
開

◦
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
課

文
化
振
興
係

（
☎
２
３・１
９
８
２
）

11
2

11
３

県
指
定
無
形

民
俗
文
化
財
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民
の
交
流
と
健
康
増
進
、
体

力
の
向
上
の
た
め
の
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
学
校
、
職
場
、

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ほ
か
、
友
達
、

家
族
な
ど
楽
し
い
メ
ン
バ
ー
で
気

軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。
各
区
間
タ

イ
ム
計
測
を
お
こ
な
い
、
参
加
チ
ー

ム
に
は
参
加
賞
・
だ
ご
汁
の
提
供
、

お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

◦
日
時
・
場
所
＝
12
月
21
日
㈰
９

時
30
分
ス
タ
ー
ト
、
立
花
体
育
館

周
辺

◦
コ
ー
ス
・
競
技
種
目

【
1.5
㌔
コ
ー
ス
×
５
区
間
】

小
学
生
男
子・女
子
、中
高
生
女
子
、

一
般
男
子
・
女
子
、
オ
ー
プ
ン

【
2.4
㌔
コ
ー
ス
×
５
区
間
】

中
高
生
男
子
、
一
般
男
子
・
女
子
、

オ
ー
プ
ン

※
オ
ー
プ
ン
…
男
女
混
合
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
な
ど
チ
ー
ム
づ
く
り
は
自

由
で
す
。

【
1.5
㌔
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
】

予
備
走
者
や
棄
権
チ
ー
ム
の
走
者

◦
参
加
チ
ー
ム
募
集

【
資
格
】

５
人
以
上
の
走
者
、
監
督
者
、
警

備
ス
タ
ッ
フ
１
人
に
よ
る
チ
ー
ム

※
1.5
㌔
コ
ー
ス
の
小
学
生
男
子
・

女
子
は
、
八
女
市
・
筑
後
市
・
広

川
町
の
参
加
チ
ー
ム
に
限
る
。

【
参
加
料
】

千
円
（
説
明
会
時
に
納
入
）

【
申
込
方
法
】

最
寄
り
の
公
共
施
設
ま
た
は
八
女

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
取
り
寄
せ
、
添
付
の
申
込
書
を

八
女
市
総
合
体
育
館
ま
た
は
八
女

市
立
花
支
所
総
務
課
へ
提
出
（
郵

送
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
可
）
く
だ

さ
い
。

【
申
込
締
切
】

11
月
27
日
㈭
必
着

※
先
着
１
２
０
チ
ー
ム
ま
で

会場内に出店ブースを設けます。
スペースに限りがありますので
お早めに申し込みください。

大会当日の放送、音響、受付・
競技運営スタッフを募集しま
す。年齢にかかわらず一緒にイ
ベントを盛り上げていただける
人は、11 月 27 日㈭までに申し
込みください。

問い合わせ
八女市駅伝大会実行委員会
事務局（立花支所総務課内）

☎２３・５１４３

市

八女市駅伝大会
　　    出場チーム募集！
12

21

第5回

八女市立花体育館周辺、
小雨決行日応援旗のデザインコンテスト

を行います。応募チームには
もれなく小旗をプレゼント。

八女福島
白壁ギャラリー
２０１4

日
に
ち
＝
11
／
１
㈯
・
２
㈰
・
３
㈷
・
８
㈯
・
９
㈰

場
　
所
＝
八
女
福
島
白
壁
の
町
並
み
界
隈

暮らしをめぐる小さな旅
テーマ「知恵・技」

　岡山公園頂上で「画壇のアレキサン
ダー大王になる」と美術の道に進むこ
とを決心。また、故郷への限りない思い、
室岡に住む母、色鮮やかな櫨に代表さ
れる美しい自然に思いを馳せ、辞世の
歌「わが国は 筑紫の国や 白日別 母い
ます国 櫨多き国」を作った天才画家青
木繁を偲びます。
◦日時＝10 月21日㈫ 14 時 30 分～
◦場所＝岡山公園頂上（雨天時は室岡
公民館大広間）
◦問い合わせ＝岡山公園を守る会・城
後さん（人権同和教育課☎ 23・2074）

10
21

紅
櫨

ま
つ
り

◆ボランティアスタッフ募集

◆チーム応援旗コンテスト

◆出店者募集

地図を片手に白壁の町並みを巡りませんか。
※地図は白壁の町並み界隈の店舗や公共施設に
置いています。

問い合わせ
白壁ギャラリー企画室 

（このみ園内）
☎ 24・2020
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Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

栗
原
香
織
さ
ん
（
矢
部
村
）
が
今

年
９
月
末
か
ら
２
年
間
エ
ル
サ
ル
バ

ド
ル
へ
派
遣
さ
れ
ま
す
。
栗
原
さ
ん

は
看
護
師
と
し
て
７
年
間
の
病
院

勤
務
を
経
て
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
の

夢
だ
っ
た
海
外
協
力
隊
員
に
応
募

し
派
遣
が
決
ま
り
ま
し
た
。
派
遣

先
で
は
国
立
高
校
の
保
健
課
程
に

配
属
さ
れ
、
授
業
内
容
の
充
実
を

図
る
た
め
の
指
導
を
し
ま
す
。

９
月
24
日
㈬
市
役
所
を
表
敬
訪

問
し
た
栗
原
さ
ん
は
「
人
の
役
に

立
ち
た
い
と
の
夢
を
ず
っ
と
持
っ
て

い
ま
し
た
。
文
化
も
言
葉
も
違
う

環
境
で
す
が
、
ま
ず
は
そ
の
国
を

知
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
思
い

ま
す
。
現
地
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

生
活
し
な
が
ら
、
私
自
身
も
成
長

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。
三
田
村
市
長

は
「
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
が
で

き
る
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
。
２

年
間
元
気
に
頑
張
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

矢
部
村
が
大
好
き
で
、
時
間
が

あ
れ
ば
実
家
へ
帰
り
癒
や
さ
れ
て

い
る
と
い
う
栗
原
さ
ん
。
ふ
る
さ

と
が
、
ふ
る
さ
と
の
み
ん
な
が
応

援
し
て
い
ま
す
よ
。
元
気
に
行
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
。

CDと目録を手にする岩崎さん

体を動かして心身ともにリフレッシュ！

作文コンクール入賞者の皆さん

エルサルバドルに派遣される栗原さん

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
へ

歌
っ
て
踊
っ
て
健
康
に
な
ろ
う 

歌
ご
え
レ
ク
サ
サ
イ
ズ
秋
！

Ｃ
Ｄ
５
０
０
枚
を
寄
贈

下
水
道
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

４
人
が
入
賞

第
４
回
矢
部
川
流
域
下
水
道
展

が
９
月
７
日
㈰
、
矢
部
川
浄
化
セ

ン
タ
ー
「
水
き
ら
ら
」
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

下
水
道
展
で
は
、
生
活
雑
排
水

が
き
れ
い
な
水
に
浄
化
さ
れ
る
ま

で
を
学
ぶ
施
設
内
探
検
や
ク
イ
ズ
、

ゲ
ー
ム
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
下
水
道
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の

入
賞
者
表
彰
も
行
わ
れ
、
賞
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
入
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

【
市
内
の
入
賞
者
】

▽
金
賞　

島 

怜
司
（
筑
南
小
４

年
）
▽
銀
賞　

鶴 

創
太
（
同
小

４
年
）
▽
銅
賞　

木
下
朝
媛
（
上

陽
北
汭
学
園
小
４
年
）・
鶴 

晴
太

（
筑
南
小
４
年
）

八
女
市
観
光
大
使
の
岩
﨑
記
代

子
さ
ん
か
ら
９
月
18
日
㈭
、
南
朝

の
歴
史
や
文
化
を
も
と
に
作
っ
た

『
九
州
南
朝
の
歌
（
金
烏
の
御
旗
）』

が
収
め
ら
れ
た
Ｃ
Ｄ
５
０
０
枚
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
Ｃ
Ｄ
に
は
、
こ
の
新
曲
と

古
代
『
流
れ
る
雲
が
…
』、
近
世

『
八
女
の
里
』が
収
め
ら
れ
て
お
り
、

岩
崎
さ
ん
の
８
枚
目
の
ア
ル
バ
ム

と
な
り
ま
す
。
岩
崎
さ
ん
は
「
八

女
の
歴
史
の
奥
深
さ
を
表
現
で
き

ま
し
た
」
と
自
信
を
見
せ
ま
し
た
。

Ｃ
Ｄ
は
、
観
光
振
興
課
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
観
光
振
興
課

（
☎
２
３
・
１
１
９
２
）

歌
ご
え
レ
ク
サ
サ
イ
ズ
秋
！（
歌

ご
え
レ
ク
サ
サ
イ
ズ
八
女
の
会
主

催
）
が
９
月
26
日
㈮
八
女
文
化
会

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は

懐
か
し
い
歌
を
歌
っ
た
り
、
音
楽

に
合
わ
せ
て
体
操
を
し
た
り
し
て

心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

し
た
。

今
回
の
レ
ク
サ
サ
イ
ズ
に
は
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
の
「
い
ざ
ゆ

け
若
鷹
軍
団
」
が
初
登
場
。
優
勝

戦
線
ま
っ
た
だ
な
中
の
た
め
、
皆

さ
ん
力
が
入
っ
て
い
る
よ
う
で
し

た
。
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
で
お
茶
と
お

菓
子
を
い
た
だ
い
た
あ
と
、
コ
カ

リ
ナ
演
奏
「
も
り
の
な
か
ま
た
ち
」

の
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。「
み
ん

な
で
歌
を
歌
い
、
体
を
動
か
す
こ

と
は
健
康
に
と
て
も
よ
く
て
介
護

予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
毎
回
楽

し
み
に
参
加
し
て
い
ま
す
」
と
参

加
し
た
人
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

6
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優
勝　
岡
山
少
年
サッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

２
位　
松
原
サ
ン
ト
ス
Ｆ
Ｃ　

３
位　

西
牟
田
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
・
八
女
Ｆ
Ｃ

優
勝　
広
川
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

２
位　
筑
南
カ
ー
ジ
ナ
ル
ス

３
位　
水
田
ボ
ー
イ
ズ・岡
山
ヤ
ン
グ
ス

（
敬
称
略
）

【
男
子
55
歳
～
59
歳
】

50
メ
ー
ト
ル
自
由
形

第
３
位　
木
下
志
郎　

33
秒
85

　

 　
　
　
　

  　

 　
　

    （
敬
称
略
）

小
学
生
の
部
１
組
戦

優
勝　

谷
口
利
也　

２
位　

熊
谷
航

太
郎　

３
位　
竹
下
桃
香

小
学
生
の
部
２
組
戦

優
勝　
赤
松
史
麻　

２
位　
尾
立 

実

３
位　
足
達
あ
み

中
学
生
の
部　

優
勝　

宮
原
佑
介　

２
位　
二
田
敦

史　

３
位　
木
屋
宏
介

一
般
の
部
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

優
勝　
八
女
警
察
署

２
位　
八
女
市
剣
友
会

優雅に舞うからくり人形

八
女
の
祭
り
「
あ
か
り
と
ち
ゃ
っ

ぽ
ん
ぽ
ん
」
が
９
月
20
日
㈯
～
23

日
㈷
ま
で
の
間
、
八
女
伝
統
工
芸

館
や
そ
の
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
人
が
「
あ
か
り
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
八
女
福
島
の

町
並
み
で
は
、
八
女
の
伝
統
工
芸
の

職
人
に
よ
る
実
演
な
ど
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
姉
妹
都
市
の
韓
国 

巨

済
市
の
公
式
訪
問
団
も
祭
り
会
場

を
訪
問
し
、
灌
民
鎬
市
長
が
祭
り

に
訪
れ
た
多
く
の
人
を
前
に
あ
い

さ
つ
。
そ
の
後
は
、
会
場
内
や
市

内
を
散
策
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
市

民
と
触
れ
合
っ
て
い
ま
し
た
。

八
女
市
本
町
の
福
島
八
幡
宮
境

内
で
、
放
生
会
の
奉
納
行
事
と
し

て
公
演
さ
れ
る
国
指
定
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
「
八
女
福
島
の
燈
籠

人
形
」
が
９
月
20
日
㈯
の
口
開
け

公
演
を
皮
切
り
に
23
日
㈷
ま
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

期
間
中
、
境
内
に
は
３
層
２
階

建
て
の
屋
台
が
く
ぎ
や
か
す
が
い

を
１
本
も
使
用
せ
ず
に
組
み
立
て

ら
れ
ま
す
。
こ
の
屋
台
を
舞
台
に

上
演
さ
れ
た
芸
題
は
「
吉
野
山
狐

忠
信
初
音
之
鼓
」。
最
大
の
見
ど
こ

ろ
で
あ
る
舞
台
の
左
右
か
ら
棒
で

巧
み
に
操
ら
れ
た
人
形
が
、
瞬
時

に
橋
か
ら
橋
に
移
る
「
送
り
渡
し
」

や
、衣
装
の
早
変
わ
り
の「
素
抜
き
」

な
ど
の
妙
技
が
披
露
さ
れ
る
度
に
、

観
衆
か
ら
は
大
き
な
拍
手
と
歓
声

が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ＳＰＯＲＴＳ

第
14
回
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
杯

少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

　
　

期
日　

９
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰

　
　

会
場　

グ
リ
ーン
フィ
ール
ド
八
女

第
14
回
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
杯

争
奪
少
年
野
球
大
会

　

期
日　
９
月
７
日
㈰・13
日
㈯・14
日
㈰

　

会
場　

立
花
グ
ラ
ウ
ン
ド
他

第
57
回
県
民
体
育
大
会
【
夏
季

大
会
】
水
泳
競
技

　
　
　
　

 

期
日　

８
月
24
日
㈰

　
　
　
　

 

会
場　

県
立
総
合
プ
ー
ル

第
52
回
池
の
山
奉
納
剣
道
大
会

　
　

   　

    

期
日　

９
月
21
日
㈰

　
　

   　

    

会
場　

麻
生
神
社
境
内

八
女
福
島
の
燈
籠
人
形

あかり絵パレードコンテスト結果
部門 賞名 団体名

子
ど
も

グランプリ 福島小学校３年生
西中学校

準グランプリ
福島保育所
福島小学校５年生
見崎中学校

八女津媛賞 福島小学校１年生

創
作

グランプリ 八女学院中学校理科部
準グランプリ 八女学院高等学校物理部

福島の町並みを散策する人たち 提灯まつり会場にいる皆さんと握手する灌民鎬市長

7 広報やめ　2014.10.15



8　2014.10.15　広報やめ

11月の健康だより
健康推進課（☎ 23・1352）

♥

日にち 会　　　　場
11月4日㈫ 東公民館

11月6日㈭ 串毛コミュニティセンター

11月7日㈮ 立花支所

11月11日㈫ 上陽農業活性化センター

11月17日㈪ 八女市民会館「おりなす八女」

11月28日㈮ 黒木地域交流センター「ふじの里」

予
防
接
種
は
感
染
症
を
予
防
す
る
大
切

な
も
の
で
す
。
接
種
対
象
者
で
希
望
さ
れ

る
人
は
、
体
調
の
良
い
と
き
に
接
種
し
ま

し
ょ
う
。

◆
接
種
期
間
＝
10
月
１
日
～
平
成
27
年
３

月
31
日

◆
接
種
対
象
者

◦
年
度
末
の
年
齢
（
平
成
27
年
３
月
31
日

現
在
）

▽
65
歳
（
昭
和
24
年
４
月
２
日
生
～
昭
和

25
年
４
月
１
日
生
）

▽
70
歳
（
昭
和
19
年
４
月
２
日
生
～
昭
和

20
年
４
月
１
日
生
）

▽
75
歳
（
昭
和
14
年
４
月
２
日
生
～
昭
和

15
年
４
月
１
日
生
）

▽
80
歳
（
昭
和
９
年
４
月
２
日
生
～
昭
和

10
年
４
月
１
日
生
）

▽
85
歳
（
昭
和
４
年
４
月
２
日
生
～
昭
和

5
年
４
月
１
日
生
）

▽
90
歳
（
大
正
13
年
４
月
２
日
生
～
大
正

14
年
４
月
１
日
生
）

▽
95
歳
（
大
正
８
年
４
月
２
日
生
～
大
正

９
年
４
月
１
日
生
）

▽
１
０
０
歳
（
大
正
３
年
４
月
２
日
生
～

大
正
４
年
４
月
１
日
生
）

▽
１
０
１
歳
以
上
（
大
正
３
年
４
月
１
日

以
前
生
ま
れ
の
人
）

◦
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、
心
臓
、

腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
に
機

能
の
障
害
を
有
す
る
人
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

定
期
接
種
同
様
）

※
経
過
措
置
と
し
て
平
成
26
年
度
～
平
成

30
年
度
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
当
該
年
度
に

65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
90
歳
、
95
歳
、

１
０
０
歳
に
な
る
人
が
、
定
期
接
種
の
対
象

と
な
り
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
平
成
26
年
度
の
み
、
右
記
の
対
象
者
に

加
え
て
平
成
26
年
度
内
に
１
０
１
歳
以
上
に

な
る
人
も
定
期
接
種
と
し
て
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
接
種
回
数
＝
１
回　

※
過
去
に
１
回
で
も
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

（
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
）
を
受
け
た
人
は
、
対

象
外
と
な
り
ま
す
（
一
度
接
種
を
受
け
た
人

は
、再
接
種
に
よ
り
副
反
応
の
頻
度
が
高
く
、

程
度
が
強
く
で
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

◆
接
種
場
所
＝
福
岡
県
内
の
医
療
機
関（
医

療
機
関
に
よ
っ
て
は
接
種
で
き
な
い
場
合
が

あ
る
の
で
、医
療
機
関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

◆
接
種
費
用
＝
３
５
０
０
円

※
生
活
保
護
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

は
無
料
と
な
り
ま
す
。
接
種
前
に
証
明
書

の
発
行
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
証
明
書
発
行
＝
▽
生
活
保
護
受
給
証
明

＝
福
祉
課
生
活
支
援
係
▽
市
民
税
非
課
税

世
帯
証
明
＝
健
康
推
進
課
、
黒
木
総
合
支

所
、
各
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

◆
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課

（
☎
２
３・１
３
５
２
）

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
カリウム
カルシウム
マグネシウム
鉄
食物繊維
食塩相当量

52Kcal
0.6g
0.2g

13.4g
260mg
30mg
19mg
0.3mg

1.8g
0.2g

1人分あたりの栄養価

ワカメとリンゴの甘酢おろし和え

旬のリンゴを使った、箸休めの
一品です。リンゴの酸味とダイ
コンの風味を楽しんでください。

八女はおいしい
～ ふるさとの恵み ～

【材料】（4人分）　
◦国産リンゴ�中１個（200ｇ）
◦ダイコン�200ｇ
◦乾燥ワカメ�4ｇ
◦米酢�大さじ2
◦きび糖�大さじ１・1/2 Ａ

【作り方】
①乾燥ワカメは水で戻し、熱
湯をさっと通す。大きいものは、
2㎝位に切る。
②リンゴはよく洗い、種を取り
除き、薄いいちょう切りにする。
③ダイコンはおろして、ざるを
用いて水分とダイコンに分け
る。
④Aを混ぜ合わせ、大根おろ
し、ワカメ、リンゴと和える。

1年中あるけど、リンゴの旬っていつ？
国産リンゴの収穫時期は、9月中旬～ 11月
中旬ごろ。収穫時期は種類ごとに約1か月と
短いが、冷蔵保存で長期貯蔵できるため、1
年中出回っている。

リンゴの

豆知識

▼住民健診（集団健診：要予約）
　受付時間　8時～ 11時

10
月
１
日
か
ら
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
の
定
期
予
防
接
種
が
は
じ
ま
り
ま
し
た

【八女市国保特定健診／各種がん検診（胃・子
宮頸部・乳・大腸・肺）／結核検診／Ｂ型・
Ｃ型肝炎ウイルス検査／20歳代・30歳代健診】

◦集団健診を受診するためには電話予約してくださ
い。
▷予約専用電話（☎23・1167 ／☎24・9039）
▷予約受付時間 平日8:30 ～ 17:15
※八女市国保特定健診、子宮頸がん・乳がん検診、
Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス検査、20歳代・30歳代健
診は受託医療機関でも11月まで実施中。
※40歳人間ドックは新やなぎ健診クリニック（※予
約☎23・6977）で10月まで実施中。



広報やめ　2014.10.159

　保健師や看護師が、血圧測定・尿検査・
体脂肪測定をします。健康に関するいろい
ろな相談に応じます。健康手帳をお持ちの
人はご持参ください。
※電話相談も行っています。
◦日時＝11月4日㈫ 14時～15時 ／ 立花総
合保健福祉センター「かがやき」
◦日時＝11月5日㈬ 14時～15時 ／ 上陽農
業活性化センター
◦日時＝11月10日㈪ 9時30分～11時 ／ 八
女市保健センター
◦日時＝11月13日㈭ 14時～15時 ／ 星野総
合保健福祉センター「そよかぜ」
◦日時＝11月20日㈭ 14時～15時 ／ 矢部基
幹集落センター
◦日時＝11月26日㈬ 10時30分～11時30分 
／ 黒木地域交流センター「ふじの里」

旧八女市・立花町の皆さん
♥受付時間　13時～14時30分
♥会場　やめっこ未来館
◦日にち・対象＝ 
11月11日㈫＝10か月児（平成26年1月生）
11月19日㈬＝4か月児（平成26年7月生）
11月25日㈫＝1歳6か月児（平成25年5月生）
11月27日㈭＝3歳児（平成23年11月生）
旧黒木町・上陽町・矢部村・星野村の皆さん
♥受付時間　13時30分～14時30分

♥会場  黒木地域交流センター「ふじの里」
◦日にち＝11月18日㈫　
◦対象＝1歳6か月児（平成25年4月～ 5月
生）／ 3歳児（平成23年10月～11月生）
※対象者には個別に通知します。
※事前に連絡いただくとどちらの会場でも
健診を受けることができます。

　離乳食初期（5～6か月児）のお話と調理。
参加する人は事前に健康推進課までお申し
込みください。託児あり（要申込）。
♥日時　11月20日㈭ 10時～13時 ※受付9
時30分～　♥会場　おりなす八女研修棟
　♥持参品　エプロン、手ふきタオル、筆
記用具　♥材料費　300円
♥定員　15人

　離乳食中期・後期（7か月児～1歳児ごろ）
のお話。参加する人は事前に健康推進課ま
でお申し込みください。
♥日時　11月13日㈭ 10時～12時 ※受付
9時30分～　♥会場　おりなす八女研修
棟　♥持参品　手ふきタオル、筆記用具、
母子健康手帳　♥定員　10人
※お子さんと保護者が一緒に参加できる教
室です。終了後に個別相談も行います。

　子育てのことで、少しでも心配なことが

あったらお気軽にご相談ください。身長・
体重測定もできます。母子健康手帳をお持
ちください。
※相談日以外でも、窓口や電話で子育て相
談を行っています。
◦日時＝11月10日㈪ 9時30分～11時 ／ や
めっこ未来館
◦日時＝11月13日㈭ 14時～15時 ／ 星野総
合保健福祉センター「そよかぜ」
◦日時＝11月21日㈮ 13時15分～14時30分 
／ やめっこ未来館

　心理士による個別相談です。対象者は年
齢を問わず、成長発達面に不安のある人で
す。心配なことがあればお気軽にご相談く
ださい。※予約制
♥日時　11月13日㈭ 9時～16時 ／ 11月27
日㈭ 9時～12時
♥会場　八女市保健センター
♥日時　11月18日㈫ 9時～16時
♥会場　黒木地域交流センター「ふじの里」

　心理士による個別相談です。対象者は市
内在住で、こころに悩みがある人です。お
気軽にご相談ください。※予約制
♥日にち　11月19日㈬
♥時間　13時30分～15時30分受付
♥会場　おりなす八女研修棟2階第5研
修室

乳幼児心理相談

11
月
の
各
種
相
談
・
健
診
・
予
防
接
種

子育て相談

申
込・問
い
合
わ
せ
＝

健
康
推
進
課（
☎
２
３・１
３
５
２
）

乳幼児健診 

健康相談 

心理士によるこころの相談

腎臓は食事からとった余分な塩分を水分（尿）とともに体の外に出したり、
血圧を一定に調整するホルモンを分泌したりして血圧を調整する働きをしていま
す。腎臓の働きが悪くなると塩分や水分の排出がうまくできなくなって血液の量
が増え、血圧を調節する能力が低下するため血圧が高くなる傾向にあります。

腎臓は無数の細い血管（末梢血管）
から成り立っており、老廃物を含んだ血
液は腎臓でろ過されてきれいになり心
臓へ戻されます。ところが血圧が上がる
と、これらの末梢血管が硬くなり血液が
流れにくくなります。このため末梢血管
の抵抗が大きくなって血圧さらに上がり
ます。

　高血圧になると、腎臓にある細い血管が強い圧力にさらされ、血管が傷ん
でしまい、腎臓の機能低下を引き起こします。腎臓の働きが悪くなると血圧が
上がり、ますます腎臓の機能が低下するといった悪循環となります。そこで、
腎臓の働きを守るために血圧をコントロールすることがとても重要となります。
　日常生活では、①食塩のとりすぎや太り過ぎに注意する②禁煙③適度な運
動などの生活習慣の改善を行うことが大切です。また、家庭血圧を毎日測定し、
自分の血圧の状態を把握しておきましょう。
腎臓の機能が低下していると言われた人の血圧管理目標は130/80mmHg以
下です（年齢や腎臓の働きによって、降圧目標は変わることがありますので、
主治医に確認しましょう）。

特 定 健 診 ・ 特 定 保 健 指 導 コ ラ ム

♥高血圧が腎臓に及ぼす影響

♥腎臓の働きと血圧の関係

生活習慣病について
～慢性腎臓病（CKD）と高血圧～

腎臓と血圧は切っても切れない関係
にあります。今回は、高血圧と腎臓の
関係についてのお話です。

もぐもぐ！かみかみ！離乳食教室

ベビーズクッキング

血圧が上がる
心臓

腎臓

ろ過

血液量の増加

腎臓機能の悪化 腎臓への
負担が増える

尿

働き盛りの皆さん、「特定健診」は受診され
ましたか？健診の結果はいかがでしたか？糖尿
病や高血圧などの生活習慣病は、偏った食生
活や運動不足、ストレス…などの生活習慣が原
因となって発症します。特に最近は、糖尿病ま
たはその予備群の人が増えています。

特定健診の結果、血糖値が「高め」
と指摘された人、またはすでに糖尿病
治療中の人、この機会にぜひご参加ください。

すこやかな食べ方教室
～生活習慣病予防教室～

⃝対象者＝20 ～ 64歳の人で、血糖値が
高めの人や糖尿病が気になる人、または糖
尿病治療中の人
⃝日程＝11月6日㈭10時～ 13時（受付・健
康チェック9時30分～）
⃝会場＝おりなす八女研修棟
⃝定員＝20人（先着順）
⃝参加費＝300円（試食材料代）
⃝持ってくるもの＝今年受けた特定健診結
果、筆記用具
⃝内容＝血圧測定など健康チェック、健診結
果の見方、血糖についての話、食生活につい
て、試食（生活習慣病予防食）、相談（希望者）
⃝申込期間＝10月15日㈬～ 28日㈫
⃝申込・問い合わせ＝健康推進課保健指導
係（☎23・1352）
※申し込みされた人には、後日くわしい内
容のお手紙を差し上げます。



10　2014.10.15　広報やめ

施設名 受付会場
受　　　付　　　日

受付時間
11/10 ㈪ 11/11 ㈫ 11/12 ㈬ 11/13 ㈭ 11/14 ㈮

福島保育所　　※ 福島保育所 ○ ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
八幡保育所　　※ 八幡保育所 ○ ○ 9:00 ～ 18:30
長峰保育所　　※ 長峰保育所 ○ ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
光友保育所　　※ 光友保育所 ○ ○ 9:00 ～ 18:30
北山保育所　　※ 北山保育所 ○ ○ 9:00 ～ 18:30
三河保育所　　※ 三河保育所 ○ 9:00 ～ 18:30
八女中央保育園　※ 八女中央保育園 ○ 9:00 ～ 18:30
岡山保育園　　※ 岡山保育園 ○ 9:00 ～ 18:30
忠見保育園　　※ 忠見保育園 ○ 9:00 ～ 18:30
上妻保育園　　※ 上妻保育園 ○ 9:00 ～ 18:30
川崎保育園　　※ 川崎保育園 ○ 9:00 ～ 17:00
辺春保育園　　※ 辺春保育園 ○ ○ ○ ○ ○ 9:00 ～ 17:00
本分保育園

黒木総合支所
市民生活福祉課
生活福祉係
１番窓口

○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
黒木保育園 ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
木屋保育所 ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
あゆみ保育園 ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
大渕保育園 ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
星野保育所星光園　※ 星野保育所 ○ ○ ○ ○ ○ 9:00 ～ 17:00
矢部保育園　　※ 矢部保育園 ○ ○ ○ ○ ○ 9:00 ～ 17:00
福島幼稚園 福島幼稚園 11月1日㈯ 8:00 ～ 17:30
認定こども園
さいしょうじ幼稚園 さいしょうじ幼稚園 11月1日㈯ 9:00 ～ 17:00

認定こども園
白百合幼稚園 白百合幼稚園 11月1日㈯ 13:00 ～ 15:00

認定こども園つくし つくし幼稚園 11月4日㈫～ 7日㈮ 10:00 ～ 17:30
認定こども園
ふじなみ幼稚園 ふじなみ幼稚園 11月1日㈯ 9:00 ～ 15:00

来
年
４
月
１
日
か
ら
の
「
保
育
所
等
の
入
所
申
し

込
み
」
を
下
記
の
日
程
で
受
け
付
け
ま
す
。

入
所
申
し
込
み
は
、
事
前
に
必
要
事
項
を
記
入
し
た
提

出
書
類
を
お
持
ち
の
う
え
、
在
園
児
・
新
入
園
児
を
問
わ

ず
第
１
希
望
の
保
育
所
等
の
受
付
日
に
、
各
会
場
に
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
※
印
の
つ
い
た
保
育
所
等
へ
初
め
て

申
し
込
み
を
さ
れ
る
場
合
は
、
お
子
さ
ま
の
面
接
も
行
い

ま
す
の
で
お
子
さ
ま
と
一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
は
、
市
役
所
子
育

て
支
援
課
、
各
支
所
お
よ
び
各
保
育
所
に
、
ま
た
幼
稚

園
と
認
定
こ
ど
も
園
の
入
園
願
書
等
は
各
園
に
準
備
し

て
い
ま
す
。
都
合
に
よ
り
下
記
の
日
程
で
手
続
き
が
で

き
な
い
人
は
、
市
役
所
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
支
所

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

⃝

手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
入
所
申
込
書
（
入
園
願
書
）
②
支
給
認
定
申
請
書　

③
勤
務
証
明
書
（
必
要
な
人
の
み
）　

④
印
鑑

⃝

保
育
所
等
入
所
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

▽
八
女
市
役
所
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
保
育
係

（
☎
２
３
・
１
３
５
１
）

▽
黒
木
総
合
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
生
活
福
祉
係

（
☎
４
２
・
１
１
１
４
）

▽
幼
稚
園
ま
た
は
認
定
こ
ど
も
園
は
直
接
、
園
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保育所等の入所申し込み受付日程（受付日欄の○印が受付日です）

平
成
27
年
度

保
育
所
等
の
入
所

申
し
込
み
に
つ
い
て

◦平成26年度末で保育所西光園は閉園となります。
◦平成27年度から三河保育所、平成28年度から八幡および光友保育所は私立保育園となります。



八
女
市
成
人
式
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
八
女
市
に
住
民
登

録
が
あ
る
対
象
者
に
は
、
11
月
下

旬
に
案
内
状
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
な
お
、
住
民
登
録
が
な
い
人
で

も
成
人
式
に
参
加
で
き
ま
す
が
、

案
内
状
が
必
要
な
人
は
男
女
共
同

参
画
・
生
涯
学
習
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
平
成
27
年
１
月
11
日
㈰

10
時
30
分
～
（
開
場
10
時
～
）

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル

◦
対
象
＝
平
成
６
年
４
月
２
日
～

平
成
７
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

人

成
人
太
鼓
演
奏
者
募
集

新
成
人
を
対
象
に
成
人
太
鼓
の

演
奏
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
自

分
た
ち
の
成
人
式
を
太
鼓
で
盛
り

上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。
た
だ
し
、
11

月
10
日
㈪
か
ら
成
人
式
前
日
ま
で

の
19
時
30
分
か
ら
21
時
30
分
に
行

う
練
習
（
毎
週
２
回
基
本
的
に
は

月
・
水
曜
の
約
20
回
）
に
参
加
で

き
る
人
。
10
月
31
日
㈮
ま
で
に
男

女
共
同
参
画
・
生
涯
学
習
課
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共

同
参
画
・
生
涯
学
習
課
（
☎
２
３
・

１
３
１
８
）

八女市成人式
は１月11日㈰
◦時間＝10時30分～
◦会場＝おりなす八女

八女市教育の日 ◦日時＝１１月２日㈰ 13時～
◦会場＝おりなす八女

ハーモニーホール

◦問い合わせ＝学校教育課（☎２３・１９５４）

八女市制施行60周年・合併5周年記念

第１部　文化発表会
※発表順は未定

第2部　パネルディスカッション

入場
無料

共催　八女市教育委員会・八女市小中学校PTA連合会

【幼稚園】
◦つくし幼稚園

【小学校】
◦岡山小学校４年生
　「ふるさと大発見！青木繁画伯」	
◦上妻小学校
　読書リーダー養成事業

【中学校】
◦星野中学校３年生　西田如乃さん
　弁論「ほんとうにわかりあうために」
◦市内中学生代表10人
　青少年文化フォーラム事業
◦福島中学校吹奏楽部
　吹奏楽演奏

◦テーマ　子どもたちの命を守るためには

八女市を愛し、ふるさとに誇りを持つ子どもたちを育もう

◦小中学校ＰＴＡ連合会による宣言

コーディネーター（司会進行）

久保俊郎さん（FBSアナウンサー）

パネリスト
山際千津枝さん
料理研究家・
テレビコメンテーター

©FBS

NPO法人
はぁとスペース代表

山本美也子さん

11 広報やめ　2014.10.15
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【八女総合文化祭】文化課（☎23・1982）

【くろぎ文化祭】学びの館（☎42・1982）

　
市
税
は
、
納
税
者
の
皆
さ
ま
が

定
め
ら
れ
た
期
限
（
納
期
限
）
ま

で
に
、
自
主
的
に
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
が
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
税
の
納
付
に
は
、
便
利
で

確
実
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま

す
。
自
動
的
に
ご
指
定
の
口
座
か

ら
振
り
替
え
て
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
納
期
ご
と
に
金

融
機
関
に
出
向
く
手
間
が
省
け
、

う
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
大
変
便

利
で
す
。

　
申
し
込
み
は
、
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
口
座
届
出
印
を

押
印
の
う
え
取
扱
金
融
機
関
へ
提

出
く
だ
さ
い
。
一
度
手
続
き
さ
れ

る
と
毎
年
自
動
的
に
更
新
さ
れ

ま
す
が
、
納
税
義
務
者
等
が
変

わ
っ
た
時
は
、
新
た
に
手
続
き
が

必
要
で
す
。

　
市
税
は
、
定
め
ら
れ
た
納
期

限
内
に
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
等
で
ど
う
し
て
も
納
期
限

内
に
納
付
で
き
な
い
場
合
は
、
随

時
納
付
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
次
の
よ
う
な
特
別
な
事
情
が

生
じ
納
期
内
に
納
付
が
困
難
と

な
っ
た
場
合
は
、
申
請
に
基
づ
い

て
原
則
と
し
て
１
年
以
内
の
期
間

に
限
り
納
め
る
時
期
を
遅
ら
せ
た

り
、
分
割
で
納
め
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
担
保
を
要
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）。

　
詳
し
く
は
、
納
税
課
納
税
推

進
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
震
災
、
火
災
、
風
水
害
、
そ
の

他
の
災
害
に
あ
っ
た
と
き
。

②
本
人
も
し
く
は
、家
族
が
病
気
、

ま
た
は
負
傷
し
た
と
き
。	

③
事
業
を
廃
止
ま
た
は
休
業
し

た
と
き
。

④
事
業
に
対
し
て
著
し
い
損
失
を

受
け
た
と
き
。

　
仕
事
な
ど
の
都
合
に
よ
り
、
開

庁
時
間
内
に
市
税
の
納
付
や
納

付
相
談
な
ど
が
で
き
な
い
人
は
、

毎
週
水
曜
日
に
19
時
ま
で
延
長

窓
口
を
開
設
し
て
し
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
市
税
を
決
め
ら
れ
た
納
期
限

ま
で
に
納
付
し
な
い
こ
と
を
滞
納

と
い
い
ま
す
。
滞
納
と
な
っ
た
場

合
は
、
法
令
に
従
い
督
促
状
を
送

付
し
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
こ

の
督
促
状
の
送
付
後
も
納
税
が

な
い
場
合
は
、
催
告
書
や
電
話
な

ど
に
よ
り
納
税
を
催
告
し
て
い
ま

す
。

　
市
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
納

期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
い
た

人
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
に
、

本
来
納
め
る
べ
き
税
金
の
他
に
延

滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
納
付
も
な
く
、
納
付

相
談
も
な
い
場
合
や
納
付
相
談
で

分
納
誓
約
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

履
行
さ
れ
な
い
場
合
は
、
税
負
担

の
公
平
性
を
保
つ
た
め
滞
納
者
の

財
産
（
給
与
・
預
貯
金
・
不
動

産
な
ど
）
を
差
し
押
さ
え
、
滞
納

と
な
っ
て
い
る
市
税
に
充
当
す
る

な
ど
滞
納
整
理
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
財
産
の
調
査
の
た
め
滞
納
者

の
勤
務
先
や
取
引
先
へ
の
調
査
を

行
う
と
と
も
に
、
自
宅
な
ど
の
捜

索
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
納
税
課 

納
税

推
進
係
（
☎
２
３・２
６
６
６
）

　

皆
さ
ま
が
納
付
さ
れ
る
税
金
は
、
生
活
す
る
う
え
で
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
道
路
や
河
川
・
公
園
の
整
備
、
ご
み
処
理
、
福
祉
や
医
療
・

教
育
の
充
実
、
消
防
、
災
害
防
止
や
災
害
復
旧
と
い
っ
た
日
常
生
活
を

支
え
る
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
財
源

と
し
て
、「
税
金
」
は
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
広
く
公
平
に
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

市
税
は
み
ん
な

の
財
産
で
す
。

◆
市
税
の
納
付
に
つ
い
て

◆
納
税
相
談
の
お
知
ら
せ

◆
納
税
の
猶
予
に
つ
い
て

◆
延
長
窓
口
に
つ
い
て

◆
税
金
を
滞
納
す
る
と･･･

◆
便
利
な
口
座
振
替
の
ご
利

用
に
つ
い
て

こ
ん
な
と
き
は
納
税
課
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い

福岡県最低賃金
1 時間 727円
適用は平成 26 年 10 月5日から

必ずチェック最低賃金！　
使用者も、労働者も。

【
中
小
企
業
に
対
す
る
支
援
事

業
】

▽
業
務
改
善
助
成
金　

  

　

事
業
場
の
最
も
低
い
時
間
給

(

８
０
０
円
未
満)

を
40
円
以
上

引
き
上
げ
る
中
小
企
業
に
対
し

て
、
就
業
規
則
の
作
成
、
労
働

能
率
の
増
進
に
資
す
る
設
備
・
機

器
の
導
入
等
に
係
る
経
費
の
２
分

の
１
（
労
働
者
30
人
以
下
は
４
分

の
３
）、
上
限
１
０
０
万
円
を
助

成
し
ま
す
。

▽
専
門
家
派
遣
・
相
談
等
事
業

　

経
営
改
善
に
取
り
組
む
中
小

企
業
の
労
働
条
件
管
理
な
ど
の

相
談
等
に
つ
い
て
、
ワ
ン・ス
ト
ッ

プ
で
対
応
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
労
働
局
労

働
基
準
部
賃
金
課
（
☎
０
９
２
・

４
１
１・４
５
７
８
／
N 

０
９
２・

４
１
１
・
２
６
３
３
）

S

h
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◦
日
時
＝
10
月
19
日
㈰
９
時
～

◦
場
所
＝
中
島
内
蔵
助
翁
顕
彰
碑

前
土
俵
（
筑
水
会
北
側
）
※
雨
天

決
行

◦
問
い
合
わ
せ
＝
長
峰
校
区
子
ど

も
会
育
成
会
・
杉
山
さ
ん

（
☎
０
９
０・５
２
８
３・２
２
９
７
）

　
太
平
洋
戦
争
も
終
わ
り
に
近
づ

く
昭
和
20
年
４
月
頃
か
ら
８
月
６

日
の
原
爆
投
下
、
そ
し
て
敗
戦
に

至
る
広
島
市
を
背
景
に
、少
年
「
ゲ

お
知

ら
せ
お
知

ら
せ

ン
」
が
生
き
抜
い
て
ゆ
く
さ
ま
を
、

と
き
に
は
笑
い
、
と
き
に
は
熱
い
涙

を
ま
じ
え
て
感
動
的
に
描
い
て
い
ま

す
。
戦
争
、
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を

刻
み
つ
け
て
大
き
な
反
響
を
呼
び

お
こ
し
た
中
沢
啓
治
原
作
の
劇
画

の
映
画
化
作
品
（
１
９
７
６
年
作

の
実
写
版
）。
家
族
、
友
人
、
皆
さ

ま
で
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と

な
れ
ば
幸
い
で
す
。
入
場
無
料
。

◦
日
時
＝
10
月
21
日
㈫
18
時
開
演

（
17
時
30
分
開
場
）

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め

ホ
ー
ル

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ー

ジ
実
行
委
員
会
（
☎
２
４
・
４
１

９
３
）

　
八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食
品
、

雑
貨
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台

で
販
売
し
ま
す
。

は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
包
む
と
こ
ろ
か

ら
始
め
ま
す
。
焼
い
て
い
る
間
に
、

竹
遊
び
や
紙
ひ
こ
う
き
、
ジ
ャ
ン
ボ

し
ゃ
ぼ
ん
玉
な
ど
で
外
遊
び
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
？
遊
ん
だ
後
は
、
ホ

ク
ホ
ク
の
焼
き
い
も
を
一
緒
に
食
べ

ま
し
ょ
う
。
予
約
不
要
・
参
加
費

無
料
。

◦
日
時
＝
11
月
８
日
㈯
10
時
～
12
時

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
多
世
代

交
流
館
「
共
生
の
森
」

（
☎
２
２
・
２
２
５
７
）

　
各
家
庭
で
役
目
を
終
え
た
仏
壇
、

仏
具
を
供
養
・
処
分
し
ま
す
。
事

前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。（
※
原

則
持
ち
込
み
）

◦
日
時
＝
10
月
28
日
㈫
10
時
～

◦
日
時
＝
10
月
26
日
㈰
９
時
～
15

時
（
通
常
よ
り
時
間
延
長
）
※
悪

天
候
の
場
合
中
止

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と
き

め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　
11
月
30
日
ま
で
九
州
国
立
博
物

館
で
開
催
さ
れ
て
い
る
特
別
展
「
台

北
國
立
故
宮
博
物
院
」
で
展
示
中

の
や
き
も
の
と
鑑
賞
の
ポ
イ
ン
ト
を

紹
介
し
ま
す
。無
料
、定
員
80
人（
事

前
申
込
必
要
）。

◦
日
時
＝
11
月
１
日
㈯
14
時
～
15

時
30
分

◦
場
所
＝
九
州
芸
文
館
（
筑
後
市
）

◦
申
込
＝
①
郵
便
番
号
②
住
所
③

氏ふ
り
が
な名

④
年
齢
⑤
電
話
番
号
明
記
の

上
、
は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
・

電
話
の
い
ず
れ
か
で
。
10
月
21
日

㈫
必
着
。
展
覧
会
詳
細
は
九
州
国

立
博
物
館
Ｈ
Ｐ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
民
文
化
ス
ポ
ー

ツ
課
（
〒812

ｰ8577
福
岡
市
博

多
区
東
公
園
７
ー
７
）

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
８
３
／

N
０
９
２
・
６
４
３
・
３
４
０
８
／

Skenbun@
pref.fukuoka.lg.jp

　
多
世
代
交
流
事
業
。
焼
き
い
も

◦
場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館
敷
地

内
八
女
福
島
仏
壇
記
念
碑
前
※
雨

天
時
八
女
伝
統
工
芸
館
講
義
室

◦
供
養
料
＝
仏
壇
１
万
円
（
一
律
）、

仏
具
・
小
物
３
千
円
～

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
福
島
仏
壇

仏
具
協
同
組
合

（
☎
２
４
・
３
９
４
１
）

　
在
住
外
国
出
身
の
皆
さ
ん
と
市

民
と
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
２
日
㈰
14
時
～
16
時

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め

ホ
ー
ル

◦
参
加
費
＝
１
０
０
円

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
国
際

交
流
協
会
（
☎
２
４
・
１
２
５
０
）

中
島
内
蔵
助
翁
顕
彰
相
撲
大
会

八
女
軽
ト
ラ
市

焼
き
い
も
会
＆
外
遊
び

映
画
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
上
映

九
州
芸
文
館
講
演
会
「
皇
帝

の
愛
し
た
や
き
も
の
た
ち
」

仏
壇
供
養
祭

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー

テ
ィ
ー
八
女
２
０
１
４

美術展　11/6 ㈭～ 14 ㈮おりなす八女交流棟
書道展　11/6 ㈭～ 9 ㈰おりなす八女交流棟
水墨展　11/6 ㈭～ 9 ㈰八女文化会館
写真展　11/6 ㈭～ 9 ㈰おりなす八女研修棟
お茶会　11/3 ㈷おりなす八女研修棟
華道展　11/2 ㈰～ 3 ㈷おりなす八女研修棟
芸能祭　11/9 ㈰おりなす八女ハーモニーホール
短歌会　11/9 ㈰八女市社会福祉会館
俳句会　11/16 ㈰おりなす八女研修棟
謡曲大会　11/16 ㈰おりなす八女はちひめホール

写真展・俳句展・短歌展・美術展・クラフト展・
工芸展・華道展・パッチワーク展・書道展
11/1㈯～ 4 ㈫　▽黒木体育館（展示部門）
▽ふじの里（幼稚園・保育園・小学校児童作品展）
芸能大会第１部 11/2 ㈰ 9時開会黒木開発センター
芸能大会第2部 11/3㈷９時開会黒木開発センター
お茶会　11/3日㈷ 9 時～ 15 時ふじの里

【八女総合文化祭】文化課（☎23・1982）

【くろぎ文化祭】学びの館（☎42・1982）

日時11/1㈯～30 ㈰
場所 八女伝統工芸館（☎ 22・3131）

9:00 ～ 17:00

オープニングイベント11/1㈯ 10:00～ 11:30
日本舞踊「黒船屋」他 /講演会「夢二と八女」

入場
無料



八
女
上
陽
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

（
☎
５
４
・
３
８
０
０
）

◦
大
会
要
項
＝
総
合
体
育
館

（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
日
頃
よ
り
私
た
ち
を
見
守
っ
て
く

れ
て
い
る
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る

「
飛
形
山
」
を
き
れ
い
に
し
ま
せ
ん

か
。
当
日
は
昼
食
に
だ
ん
ご
汁
・
お

に
ぎ
り
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
12
月
７
日
㈰
９
時
30
分
～

◦
場
所
＝
飛
形
自
然
公
園

◦
内
容
＝
公
園
内
の
下
草
刈
り
・
ご

み
拾
い
・
樹
木
へ
の
肥
料
散
布
な
ど

◦
募
集
締
切
＝
12
月
１
日
㈪

◦
持
参
品
＝
草
刈
機
・
鎌
・
な
た
・

の
こ
ぎ
り
な
ど
（
※
持
っ
て
い
る
人

は
ご
協
力
く
だ
さ
い
）。
作
業
し
や

す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
立
花
支
所

産
業
経
済
課
商
工
観
光
係

（
☎
２
３
・
４
９
４
１
）

に
電
話
で
申
込
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共

同
参
画
・
生
涯
学
習
課

（
☎
２
３
・
１
３
１
４
）

　
大
会
の
収
益
金
は
八
女
市
体
育

協
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
と
し
て

積
み
立
て
、
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
の
全

国
大
会
に
出
場
す
る
際
に
激
励
費

と
し
て
助
成
し
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の

発
展
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
趣
旨
に

賛
同
い
た
だ
き
、
多
数
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
申
込
は
直

接
八
女
上
陽
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
へ
。

◦
日
期
＝
11
月
24
日
㉁

◦
場
所
＝
八
女
上
陽
ゴル
フ
倶
楽
部

◦
参
加
資
格
＝
特
に
な
し

◦
費
用
＝
参
加
費
３
千
円
、
プ
レ
ー

費
１
２
５
０
０
円（
キ
ャ
デ
ィ
ー
付
、

食
事
代
別
）

◦
表
彰
＝
参
加
賞
・
各
賞
あ
り

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
・
組
合
せ
＝

◦
日
時
＝
11
月
８
日
㈯
13
時
～
15
時

◦
担
当
＝
久
留
米
大
学
病
院
歯
科

口
腔
医
療
セ
ン
タ
ー
楠
川
仁
悟
教
授

◦
場
所
＝
八
女
筑
後
歯
科
医
師
会

会
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
筑
後
歯
科

医
師
会
（
八
女
市
本
町
７
７
４
）

☎
２
４
・
４
８
２
９

◦
日
時
＝
11
月
９
日
㈰
10
時
～

◦
場
所
＝
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
ア

リ
ー
ナ
（
春
日
市
原
町
）

◦
参
加
費
＝
２
０
０
円
（
資
料
代
）

◦
内
容
＝
記
念
講
演
「
子
ど
も
の

自
己
肯
定
感
を
育
む
に
は
」
ほ
か

※
託
児
は
事
前
予
約
制

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
母
子
寡
婦
福

祉
連
合
会
事
務
局

（
☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
２
２
）

◦
日
時
＝
毎
月
第
２
土
曜
日
（
11

月
は
８
日
）
14
時
～
16
時

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
（
11
月

は
１
階
第
２
研
修
室
）

◦
講
師
＝
大
津
英
郎
さ
ん

◦
会
費
＝
千
円
（
年
１
回
）

◦
日
時
＝
11
月
22
日
㈯
10
時
～
15
時

◦
参
加
対
象
＝
小
学
生
80
人
（
保

護
者
同
伴
）
※
当
日
受
付

①
②
共
通

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
緑
化
セ

ン
タ
ー
（
久
留
米
市
田
主
丸
町
）

☎
０
９
４
３
・
７
２
・
１
１
９
３

◦
募
集
対
象
者
＝
八
女
市
内
に
住

所
を
有
す
る
中
学
３
年
生
で
学
費

の
支
弁
が
困
難
な
世
帯

◦
給
付
金
額
＝
月
額
８
千
円

◦
給
付
期
間
＝
高
校
３
年
間

◦
募
集
期
限
＝
10
月
末

◦
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課
総

務
係
（
☎
２
３
・
１
９
５
４
）

◦
日
時
＝
11
月
22
日
㈯
８
時
40
分

～
17
時
（
市
役
所
集
合
）

◦
場
所
＝
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春

日
市
原
町
３ｰ

１ｰ
７
）

◦
内
容
＝
男
女
共
同
参
画
表
彰
式
・

基
調
講
演
な
ど

◦
参
加
費
＝
無
料
※
昼
食
は
各
自

で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
定
員
＝
18
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）

◦
申
込
方
法
＝
10
月
31
日
㈮
ま
で

◦
問
い
合
わ
せ
＝
水
町
さ
ん

（
☎
２
２
・
５
６
３
２
）

◦
日
時
＝
11
月
24
日
㉁
12
時
開
場
、

12
時
30
分
開
演

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め

ホ
ー
ル

◦
チ
ケ
ッ
ト
＝
３
千
円
（
お
り
な
す

八
女
で
販
売
）

◦
内
容
＝
▽
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
ラ
イ

ブ
（Good Com

ing

／
ハ
ー
プ
・

尾
崎
れ
ん
げ
＆
ピ
ア
ノ
・
熊
谷
泰

子
）
▽
八
女
華
・
花
企
画
に
よ
る

フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ブ
、
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

シ
ョ
ー
な
ど

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
華
・
花
企
画

齋
藤
さ
ん
（
☎
０
９
０・５
７
３
１・

３
０
２
２
）
／
國
武
さ
ん
（
☎
０
９

０
・
９
５
８
０
・
３
８
７
５
）

①
庭
木
の
剪
定
（
松
の
古
葉
落
と

し
※
実
技
あ
り
）

◦
日
時
＝
11
月
16
日
㈰
▽
１
回
目 

９
時
30
分
～
12
時
▽
２
回
目 

13
時

30
分
～
16
時

◦
募
集
人
員
＝
各
40
人
（
先
着
順
）

※
前
日
ま
で
に
電
話
で
申
込
。

②
子
ど
も
緑
の
教
室
（
ネ
イ
チ
ャ
ー

ク
ラ
フ
ト
体
験
）
※
耳
納
の
市
会
場

ふらっち広場からのお知らせ
八女市本村 425-61（☎ 24・3022） 
☀開館日＝火・水・木（10時～17時開館）・
土・日（10時～16時開館）

★外出「キッズと福祉の共演会　防
火・防犯　秋の大祭」
◦日時＝10 月18日㈯ 13 時ふらっち広場出発
◦場所＝土橋八幡宮周辺
◦参加費＝無料（ふらっち広場より徒歩）
★お菓子作り「さくさくアップルパイ」
◦日時＝ 10 月 25 日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝ 100 円　※要予約
★外出「ハッピードリームサーカス久留米公演」
◦日時＝ 11 月 1 日㈯ 9 時 30 分ふらっ
ち広場出発（サーカス開演 10 時 30 分）
◦参加費＝ 300 円※要予約（定員 12 人）
★外出「秋を探しに行きませんか？」
◦日時＝ 11 月 15 日㈯ 11 時ふらっち広場
出発※場所未定、参加費 100 円※要予約

■ 11 月 8 日㈯は陽だまりの里ほのぼの
フェスタ開催のためお休みです。日曜日
も近くへ外出することがあります。

ほ
ほ
え
み

地域活動支援センター

飛
形
山
愛
樹
祭
参
加
者

古
典
を
愉
し
む
会
「
万
葉
集
」

ス
ポ
ー
ツ
振
興
市
民
ゴ
ル
フ
大

会
参
加
者

あ
す
ば
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
４
バ
ス
ツ
ア
ー

平
成
27
年
度
八
女
市
奨
学
生

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

八
女
華
・
花
企
画
「
音
楽
と
花

の
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」

献血にご協力
ください
八女市献血推進協議会

（☎23・5816）

日時＝ 10 月 28 日㈫
10:00 ～ 11:30/
12:30 ～ 15:30
場所＝三河小学校

無
料
口
腔
が
ん
健
診

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
大
会

教
室
・
講
座
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◦
応
募
期
間
＝
10
月
27
日
～
12
月
２
日

◦
筆
記
試
験
・
面
接
＝
12
月
９
日

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
佐
賀
（
☎
０
９
５
２
・
２
６
・

９
５
１
６
）

　
司
法
書
士
が
賃
貸
借
の
ト
ラ
ブ

ル
（
敷
金
・
原
状
回
復
費
用
等
）

に
関
す
る
電
話
相
談
に
つ
い
て
無

料
で
応
じ
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
２
日
㈰
10
時
～
16
時

◦
相
談
電
話
＝
０
９
２
・
７
２
２
・

４
１
３
１

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
９
２
・
７
２
２
・
４
１
３
１
）

　
労
働
条
件
で
お
悩
み
の
人
は
電

話
く
だ
さ
い
。

◦
相
談
電
話
＝
1
０
１
２
０
・
８
１

１
・
６
１
０
※
携
帯
電
話
か
ら
も
可

◦
受
付
時
間
＝
平
日
17
時
～
22
時
、

土
日
10
時
～
17
時
※
平
成
27
年
３

月
31
日
㈫
ま
で
開
設
。
12
月
６
日

㈯
は
12
時
～
17
時
、
12
月
29
日
～

１
月
３
日
は
年
末
年
始
休
み

　　
原
爆
被
爆
者
二
世
の
人
を
対
象

　
雇
用
保
険
受
給
者
ま
た
は
、
公

共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

か
ら
受
講
推
薦
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
、
訓
練
を
受
け
て
関
係
職
種

へ
就
職
を
希
望
さ
れ
る
人
対
象
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
コ
ー
ス
（
定
員
）
①
介
護
職
員

初
任
者
研
修
科
４
期
（
20
人
）
②

パ
ソ
コ
ン
経
理
科
２
期
（
25
人
）
③

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
マ
ス
タ
ー
科（
20
人
）

◦
訓
練
期
間
＝
①
～
③
12
月
２
日

㈫
～
２
月
27
日
㈮

▽
試
験
日
＝
①
11
月
10
日
㈪ 

②
11

月
11
日
㈫ 

③
11
月
12
日
㈬
※
選
考

方
法
は
筆
記
試
験
、
面
接
。

◦
申
込
締
切
＝
10
月
24
日
㈮
※
申

込
書
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
準
備
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校

（
☎
０
９
４
２
・
３
２
・
８
７
９
５
） 

　
受
講
料
無
料
、
テ
キ
ス
ト
代
等

は
実
費
負
担
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
相

談
の
上
、書
類
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
コ
ー
ス
（
定
員
）
＝
▽
機
械
・
Ｃ

Ａ
Ｄ
技
術
科
（
15
人
）
▽
板
金
・

溶
接
施
工
科
（
15
人
）
▽
電
気
技

術
科
（
18
人
）
▽
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
技
術
科
（
18
人
）
▽
建
築
Ｃ
Ａ

Ｄ
科
（
24
人
）

◦
訓
練
期
間
＝
１
月
～
６
月

◦
日
程
＝
１
月
22
日
㈭
～
23
日
㈮

【
追
悼
式
】
１
月
22
日
㈭
15
時
～

／
沖
縄
県
糸
満
市
「
福
岡
の
慰
霊

の
塔
」 

◦
募
集
人
員
＝
20
人

◦
申
込
期
限
＝
11
月
28
日
㈮

※
参
加
資
格
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県

遺
族
連
合
会

(

☎
０
９
２
・
７
６
１
・
０
０
１
２)

【
社
会
人
入
試
】

◦
資
格
＝
平
成
７
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人

◦
願
書
受
付
＝
10
月
17
日
㈮
～
11

月
５
日
㈬

◦
試
験
日
＝
11
月
９
日
㈰

◦
試
験
科
目
＝
作
文
・
面
接

【
一
般
入
試
】

◦
資
格
＝
中
学
校
以
上
を
卒
業
し

た
人
。
年
齢
不
問

◦
願
書
受
付
＝
11
月
25
日
㈫
～
12

月
２
日
㈫

◦
試
験
日
＝
12
月
６
日
㈯

◦
試
験
科
目
＝
国
語
・
数
学
・
作
文
・

面
接

◦
問
い
合
わ
せ
＝
柳
川
山
門
医
師

会
看
護
高
等
専
修
学
校

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
８
０
８
６
）

に
、
県
内
22
医
療
機
関
に
て
無
料

で
健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

他
の
地
域
の
実
施
医
療
機
関
に
つ

い
て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
２
月
27
日
㈮
ま
で

◦
実
施
医
療
機
関
＝
①
公
立
八
女

総
合
病
院
（
☎
２
３
・
４
１
３
１
）

／
平
日
（
年
末
年
始
除
く
）
８
時

30
分
～
11
時
受
付
／
予
約
不
要

②
聖
マ
リ
ア
病
院
国
際
保
健
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
９
４
２
・
３
６
・
０
７

２
２
）
／
月
～
土
（
祝
日
・
年
末

年
始
を
除
く
）
10
時
30
分
～
／
事

前
予
約
必
要

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
健
康
増
進
課

疾
病
対
策
係

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
２
６
７
）

　
10
月
は
マ
イ
バ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
強
化
月
間
で
す
。
私
た
ち
一
人
一

人
が
い
つ
も
の
買
い
物
で
環
境
の
こ

と
を
考
え
て
、
ご
み
を
減
ら
し
て
い

き
ま
せ
ん
か
。

▽
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
、
レ
ジ
袋

の
辞
退
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▽
不
要
な
包
装
は
断
り
ま
し
ょ
う
。

▽
詰
め
替
え
商
品
や
簡
易
包
装
商

品
、
エ
コ
マ
ー
ク
な
ど
の
環
境
配
慮

商
品
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
循
環
型
社
会

推
進
課

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
７
１
）

労
働
条
件
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

県
立
久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

賃
貸
借
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

原
爆
被
爆
者
二
世
の
健
康
診
断

平
成
26
年
度
福
岡
県
沖
縄
地
域

戦
没
者
慰
霊
巡
拝
団
員

柳
川
山
門
医
師
会
看
護
学
校

就
業
支
援

10
月
は
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
強
化
月
間

会　場 日　時 内　容

八
女
会
場
③

社会福祉
会館 3 階
大会議室

11 月18 日㈫
13:30 ～ 15:30

「自宅で実践できる認知
症予防のコツ」／講師 
福祉レク・ワーカー⻆田
良子さん　※動きやすい
服装、飲み物・はさみ・
のりを持参ください。

黒
木
・
上
陽
会
場
②

黒木開発
センター

11 月14 日㈮
10:00 ～ 11:30

「認知症とその予防につ
いて」／講師㈱パーソン・
サポート絆代表取締役 
川島豊輝さん

上陽公民
館

11 月 20 日㈭
10:00 ～ 11:30

　継続して参加することで、仲間もでき楽しい講座です。
１回だけの受講もできますし、どの会場にも参加できます。
お友だちをお誘いのうえ参加ください。事前申し込み不要、
参加無料。
◦対象＝認知症予防に関心がある人。
◦その他＝保健師が物忘れ等に関する相談にも応じます。

げんき脳講座 介護長寿課高齢者支
援係（☎ 23・1308）
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■田中もとこ先生のふぁふぁほっぺ
◦ 11/4 ㈫ 10:30 ～ 12:00 ／ 2日前
までに要申込25組
■高田先生とおしゃべり会
◦11/13㈭10:30～12:00／申込・託
児申込は2日前までに
■みんなでバースデー
◦11/7 ㈮10:00 ～／誕生者要申込※誕
生日カードプレゼント／身体測定する人
は母子手帳を持参ください。
■マタニティさん集まれ 
◦11/14㈮10:30～11:30／田中もと
子先生と一緒にリラクゼーションヨガ／
／2日前までに要申込、託児も要申込
■オープニングセレモニー 
◦11/23㈰10:00～／やめっこ未来館
オープニング記念イベント
■親子で一緒におやつ作り♥
◦11/28㈮10:30～ /2日前までに要申込

■プレママ＆ベビーサロン 「布マスク作り」
◦11/7 ㈮10:30 ～ / 材料費 200円 / 託児有
■エンジェルルーム 「フラワーアレンジ
メント」◦11/11 ㈫ 10:30 ～／講師
＝坂田良子さん／参加費 500 円／要申
込 15 人限定／託児あり
■高田先生のハートフルしゃべり場
◦11/12 ㈬ 10:30 ～
■みんなであそぼう「防災教室」
◦11/16 ㈰10:30 ～ / 要申込
■ハッピーバースデー♪◦11/26 ㈬
10:30 ～／コカリナ演奏／要申込

■おはなし会◦11/4 ㈫ 10:30 ～
■たまひよクラブ◦11/10 ㈪10:30 ～
■リズムにのって◦11/11㈫ 10:30 ～
■元気に遊ぼう◦11/12 ㈬ 10:30 ～
■パネル～にゃ◦11/17 ㈪ 10:30 ～
■ハッピーバースデー！◦ 11/19 ㈬
10:30 ～※誕生月者のみ要予約
■英語で遊ぼう◦11/25 ㈫ 10:30 ～
■なかよしクラブ◦11/28 ㈮ 10:30 ～

■もこもこ先生のリラックスTime
◦ 11/11 ㈫ 13:30 ～ 15:00 ／講師＝
田中もとこさん／要申込
■キラリ☆バースデー◦ 11/18 ㈫
10:30 ～ 11:30 ／誕生者要申込／身体
測定する人は母子手帳を持参ください。
■みんなとあ・そ・ぼ！「親子 de クッ
キング」◦ 11/28 ㈮ 10:30 ～ 11:30
／講師＝向あけみさん／要申込

■ 10:00 ～ 15:00
▽共生の森 11/5㈬、12㈬、19㈬、26㈬
▽矢部集落センター 11/4㈫※高田先生
とおしゃべり会、19㈬
■ 10:00 ～ 13:00
▽辺春コミュニティセンター 11/6 ㈭
▽東公民館 11/7 ㈮　
▽上陽公民館 11/10 ㈪
▽かがやき 11/20 ㈭
▽児童センター 11/21 ㈮
▽室岡公民館 11/27 ㈭田中もと子先生
の親子でリズム　

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）問（☎24・9090）

子育て支援施設  トゥインクル
（星野村10775-14※そよかぜ内）
※開館日＝祝祭日除く火・木・金　

問０９０・3320・2196／やめっこ未来館（☎24・8814）

 移動ひろば問こども未来係（☎24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（八女市稲富 499）問（☎24・8814）

子育ち支援掲示板 11 月 ※子育ち…子ども自身が、自ら
の力で心身ともに成長すること。

子育て支援施設 ピコロ
（黒木町桑原207※ふじの里内）

問ふじの里（☎42・3301）

11月2日（日）

江上内科 本町 24・0113

中島医院 黒木町 42・0235

おおぶち歯科医院 筑後市 0942・51・1551

ちぢわ耳鼻咽喉科 広川町 32・0144

11月3日（祝）

藤本産婦人科 東宮野町 23・2733

耳納高原病院 星野村 52・3135

森田歯科医院 山内 24・3055

11月9日（日）

東　医院 矢原町 23・5212

みやざき内科 立花町 37・0008

はら歯科クリニック 広川町 24・8363

長崎眼科クリニック本村 22・6123

江崎耳鼻咽喉科 筑後市 0942・53・2347

11月16日（日）

東洋医学ひぐちクリニック 大島 23・2765

クリニックくろぎ 黒木町 42・0887

高橋じゅんじ歯科医院 本町 23・5517

11月23日（祝）
ごんどう内科 山内 23・3010

しばた医院 上陽町 33・7373

山中歯科医院 高塚 22・2989

11月24日（休）
古賀泌尿器 馬場 24・3121

今村循環器科内科 黒木町 33・2115

吉泉歯科医院 黒木町 42・3941

11月30日（日）
吉山クリニック 稲富 30・2200

後藤内科医院 上陽町 54・2221

大淵歯科医院 本村 23・4823

冨田眼科医院 本村 23・3455

11月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありますので電話で確認してください。✚
▼救急指定病院
公立八女総合病院（高塚）23・4131
柳病院（吉田） 23・2176
川﨑病院（納楚） 23・3005
馬場病院（広川町） 32・3511
姫野病院（広川町） 32・3611
筑後市立病院（筑後市）0942・53・7511

▼夜間小児救急医療受付
（19:00 ～ 21:30）
［月・水・金］公立八女総合病院（23・4131）

［火・木］筑後市立病院（0942・53・7511）

▼日祝日小児救急医療受付
（9:00 ～ 14:30）
【11月】2㈰ ・3㈷・16㈰・24㉁・30㈰
公立八女総合病院 （23・4131）

【11月】9㈰・23㈷
筑後市立病院 （0942・53・7511）

▼県小児救急医療電話相談
（19:00 ～ 7:00）

県指定健康相談事業者 ♯ 8000
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おりなす八女   イベント情 報

10月 ・11月イベント情報 おりなす八女ＨＰ　http://www.orinasu-yamecity.jp/
開催 催　　　し 会　場 開　演 入場料 問合せ先 電話番号

10/26㈰ 障がい者支援 
チャリティ音楽祭＆福祉バザー

おりなす八女
・八女公園

10:00 ～
15:00 無料 八女ライオンズクラブ

（事務局） 24・3313　

11/2㈰
「八女市教育の日」
【第1部】文化発表会
【第2部】パネルディスカッション

ハーモニー
ホール 13:00 無料 学校教育課 23・1954　

11/4㈫ 「人権のひろば2014」映画鑑賞
最強のふたり

ハーモニー
ホール 18:30 無料 人権・同和教育研究協議会 24・0107　

11/15㈯ 第4回  みんなで歌おう ボンモマン 八女文化
会館ホール 14:00 無料 サウスハーモニカグループ

「竹取物語」（末石） 23・3366

11/22㈯ いまを生きる いまを歌う
アン・サリーコンサート 2014

ハーモニー
ホール 14:30 3,500円

ペア券6,000円
八女ベーゼンドルファー音楽祭
事務局（平日:10時～ 16時）

080・
8580・1740

ハーモニーホール

丸山  豊  作詩
中村  透  作曲

お問合せ
おりなす八女（☎22・5332）♪

11/1(土)

11/15(土)

１5:00 開演

 チケット好評発売中
（全席自由）1,200円
　 （前売  1,000円）     

（全席自由）一般 500円   大学生以下無料 （整理券配布中）     

UGE
第43回定期演奏会

指揮／田中 基行
客演／深町 宏（サックス）

《１st ステージ》
リベルタンゴ／秋桜
今、咲き誇る花たちよ  ほか

《2nd ステージ》
アナと雪の女王より

「レット・イット・ゴー」ほか

レット・イット・ゴー／ココロのちず  ほか

主な曲目

主催：おりなす八女文化事業振興会・八女市

主催・お問合せ：八女文化連盟　同事務局（椛
か ば

）☎23・5348

お問合せ：アオキ楽器 ☎ 22・6337

主催・お問合せ：八 女ジュニア 合唱団
同事務局（吉田）☎090・7574・0892

 デュオ・リサイタル仲道郁代＆横山幸雄

おりなす！ in Yameアカペラ甲子園

・書道 ・水墨・写真

来場者と出演者が一緒に楽しめるコンテスト形式フェスティバル♪

©Masafumi Nakayama

（全席指定）
一   般  3,500円

学  生  2,000 円 
（友の会  3,000 円）     

結成 30 周年記念公演
委嘱作品 合唱組曲

トップピアニストが奏でる２台ピアノ曲・連 弾曲・独奏曲

©Kiyotaka Saito

ハーモニーホール

UGE八女ギター室内合奏団

八女ジュニア合唱団
第30回定期演奏会

第59 回 八女総合文化祭

11/23(日)11/30(日)
１5:00 開演

１3:00 開演

ハーモニーホール

ハーモニーホール

賛助出演／合唱団OG

 チケット
発売中

 チケット
発売中

 チケット
発売中

〈2台ピアノ〉  
ラヴェル

「ラ・ヴァルス」
〈ピアノ連弾〉 
シューベルト

「幻想曲」へ短調 op.103,Ｄ940
〈ピアノ独奏〉
ショパン：英雄（仲道郁代）
リスト：愛の夢　（横山幸雄）ほか

（全席自由） 
800円  

―メモリアルステージ―

―ポップスステージ―
気球に乗ってどこまでも／野ばら  ほか

■ 総合美術公募展 11/6㈭～ 9㈰・14㈮

■ 芸能祭

■ 謡曲大会 

11/9 ㈰
11/16 ㈰
11/16 ㈰

■ 俳句会

※・美術 14日㈮まで

■ 華道展 11/2㈰～ 3（月・祝）
11/3（月・祝）■ お茶会

★出演予定〈19グループ〉

１8:30 開演

後援：筑後市教育委員会・広川町教育委員会

（審査委員長）犬飼将博さん  世界アカペラ連盟日本代表 

八女文化会館



まつり
部 門 佳作

「ぼんぼりの結婚式」木原 進
「力水を浴びて」木下泰明
「ぼんぼりまつりの日に」中島 正

風 景
部 門 佳作

「里山を彩る」今鶴和人
「懐かしき家」山本和弘
「静まりかえる癒しの場、星野の鏡」
安田 勝

暮らし
部 門 佳作

「まなざし」村上 淳
「安らぎの時」富安由紀子
「毎日幸せ」中村セツコ

暮
ら
し
部
門

風景部門

まつり部門

グランプリ

優秀　「茶畑の朝」　木下康幸

　「ひなまつりの頃」　高橋重隆

優秀　「力を合わせて」　生田 守

優
秀
　「
散
歩
道
」　
丸
山
徳
子

四
季
折
々
の
景
色
、
生
き
生
き
と
し
た
人
々
の
暮
ら
し
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る

お
祭
り
な
ど
、
八
女
市
の
風
景
や
生
活
を
テ
ー
マ
と
し
た
観
光
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
。
厳
選
な
審
査
の
結
果
、
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

９
月
21
日
㈰
「
八
女
の
祭
り
あ
か
り
と
ち
ゃ
っ
ぽ
ん
ぽ
ん
」
の
中
で
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
入
賞
者
に
は
賞
状
と
副
賞
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

※
賞
、
作
品
タ
イ
ト
ル
、
氏
名
の
順
に
記
載
し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

八
女
市
観
光
写
真

コ
ン
テ
ス
ト

第6回

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています
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